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研究の実際-3 

２ 研究の実際  1 

(2) 授業の実際  2 
ア 実態把握のための調査とその方法 3 
(ｱ) インターネット上のコミュニケーションに関するアンケート 4 

対面及びインターネット上の両方に通じるコミュニケーションの視点でＨ22・23 年度の研究を5 
基にしたソーシャルスキルを選定するために、インターネット上のコミュニケーションに関する6 
アンケート(図１)を作成しました。その際、文部科学省のホームページに掲載されている「情報7 
モラル教育の教材」に係るいくつかのアンケートの中から、インターネット上のコミュニケー8 
ションに関するもので児童生徒が直面する場面に絞りながら作成しました。 9 

図１ インターネット上のコミュニケーションに関するアンケート 
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研究の実際-4 

(ｲ) 対面及びインターネット上の行動を振り返るアンケート 

児童生徒の基本スキルの獲得状況を把握するために、Ｈ22・23 年度の研究で作成された授業前

後に実施する「行動を振り返るアンケート」を基に、本研究における事前・事後アンケートを作

成することとしました。大貫和則・鈴木佳苗(2007)が「日常生活における社会的スキルが高い生

徒は『気持ちへの配慮』により気をつけていることが示唆された」(1)ことに加えて、「日常の社会

的スキルが高い生徒はケータイメール利用時に『気持ちへの配慮』に関する記述が多くみられた」(2) 

と述べていることを参考にして、12 の基本スキルの中の６つの基本スキル(「自己紹介」「あたた

かい言葉かけ」「気持ちをわかって働きかける」「上手な断り方」「自分を大切にする」「トラブル

の解決策を考える」)を扱うこととしました。また、「インターネット上のコミュニケーションに

関するアンケート」(図１)の結果から、インターネット上のやり取りを行っていない児童生徒が

いることや、基本スキルの獲得状況について対面とインターネット上を区別して把握するために、

「行動を振り返るアンケート」(図２)と「インターネット上の行動を振り返るアンケート」(図３)

の２種類を作成しました。この２種類のアンケートを授業の事前・事後に実施することにより、

数値の変化から、授業前後のソーシャルスキルに対する意識の変容を見取ることができると考え

ました。 
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図２ 行動を振り返るアンケート 

10 頼まれたことや誘いを断るとき、 
１０理由を言って断っていますか 

10 インターネット上のやりとりで、 
１０頼まれたことや誘いを断るとき、 
１０理由を伝えて断っていますか 

15 インターネット上のやりとりでもめたとき、 
１５なぜそうなったのか原因を考えていますか 

15 けんかやルールを守らないことなどでもめ
たとき、なぜそうなったのか原因を考えて
いますか 

図３ インターネット上の行動を振り返るアンケート 


